
 

 

 

 

 

 

  

 材料方位管理用データベース登録と使用方法 
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１．概要 

 材料の方位を一定に保つため、逆極点図、極点図、ODF解析などにより管理されている場合 

   CTRソフトウエアでは、数々の手段を提供しています。 

   本資料では、ＯＤＦ解析によるＯＤＦ図の相関関数による管理方法を説明します。 

   ODFソフトウエアとして 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＭＴＥＸ， 

ｎｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ）を対象としています。 

   ＯＤＦデータではＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ以外はテキストデータでＥｘｐｏｒｔされているが 

   データの並びが異なります。 

   以下の説明では、ＬａｂｏＴｅｘのテキストデータとして説明します。 

   ＬａｂｏＴｅｘ以外は、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙを使ってＬａｂｏＴｅｘフォーマットにｓａｖｅして 

   使用します。但し、他のＯＤＦソフトウエアＥｘｐｏｒｔテキストデータの場合、ＬａｂｏＴｅｘフォー

マットを他のＯＤＦＥｘｐｏｒｔデータに置き換えて下さい。 

   管理用データベースは定期的に登録することで製品管理が行えます。 

   本資料の説明では、市販されていたＡ１１００Ｐ，Ａ５０５２Ｐ（１０００ｘ１０００ｘ５ｔ）を 

   横方向（ＴＤ方向）に２０個切り出し測定した結果を各１０試料登録したデータベース作成し 

   アルミニウムのＨ材とデータベースとの相関を計算してみます。 

 

ＯＤＦ解析 

  ＬａｂｏＴｅｘを使用 

ＤａｔａＢａｓｅ登録用デー変換 

  ＯＤＦｔｏＣｌｕｓｔｅｒソフトウエア（３次元―＞１次元変換） 

相関検索 

  ＣｌｕｓｔｅｒＰ２Ｖ２ソフトウエア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．データ 

２．１ ＬａｂｏＴｅｘＥｘｐｏｒｔデータ（３次元） 

  

 

２．２ ＤａｔａＢａｓｅ登録用データ（１次元） 

 ０度から０．０２ステップデータに変換する 

  



２．３ ＤａｔａＢｓｅデータ 

  

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＯＤＦソフトウエアＥｘｐｏｒｔＯＤＦデータをＤａｔａＢａｓｅ登録用データに変換 

３．１ 各種ＯＤＦＥＸｐｏｒｔデータを統一したデータに変換（ＧＰＯＤＦＤｉｓｄｐｌａｙソフトウエア） 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙは各種ＯＤＦソフトウエアＥｘｐｏｒｔデータの読み込み 

 各種処理が行えます。 

  

 又、各種フォーマットのテキストデータをＥｘｐｏｒｔします。 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘＦｏｒｍａｔでＥｘｐｏｒｔすれば、すべてのＯＤＦデータの統一が可能 

 

 

 

 

 

 



３．２ ＯＤＦテキストデータ（３次元）からＤａｔａＢａｓｅ登録用データ（１次元）に変換 

 ＯＤＦｔｏＣｌｕｓｔｅｒソフトウエアは、ＯＤＦの３次元データをＸＹの１次元データに変換 

 Ｆｏｒｍａｔは自由であるが、ＬａｂｏＴｅｘＦｏｒｍａｔに統一が望ましい。 

 

 

最初にＦｏｒｍａｔを指定する 

 ＯＤＦ３次元データを選択（ＬａｂｏＴｅｘＦｏｒｍａｔが望ましい） 

複数のＯＤＦ３次元データを選択 

作成されるファイル名を指定 

Ｈｏｌｄｅｒ指定 

 変換する１次元データ格納ホルダを指定 

ＦｉｌｅＭａｋｅ 

 一括変換される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３ ＯＤＦ１次元データをＤａｔａＢａｓｅに登録 

 ＣｌｕｓｔｅｒＰ２Ｖ２ソフトウエアからデータベース管理 

 

ODF１次元データホルダを選択し 

 

 データ登録画面－＞実行でＤａｔａＢａｓｅに登録される。 

 登録は、指定したホルダに登録されるデータのフルパスで登録される。 

 例えば、c:¥tmp¥Al¥NO1.TXTの場合 

  C:¥DB2¥ tmp¥Al¥NO1.TXTとして登録される 

 



３．４ ＤａｔａＢａｓｅ登録用データ作成 

 ＬａｂｏＴｅｘＥｘｐｏｒｔデータ（３次元）を１次元データに変換 

 Ｈｏｌｄｅｒは最終データベースを意識して選択する 

        変更可能 

  

 作成されたデータ 

  

 同様に 

  

 



３．５ ＤａｔａＢａｓｅに登録 

  

 ODFDATA以下全ての１次元データの変換が行われる 

  

Ｃ：￥ＯＤＦＤＡＴＡ以下のＴＸＴデータ２０ファイルが選択されています。 

 実行でＤａｔａＢａｓｅに登録されます。 

  



４ 登録されたデータの相関（５０５２P） 

  

 

  



４．１ 登録されたデータの相関（A1100P） 

  

 

４．２ 登録されたデータの相関（５０５２Ｐ＋Ａ１１００Ｐ） 

  

 

 

 



５ アルミニウムH材をＤａｔａＢａｓｅで検索 

 プロファイル検索を行う 

  

 ＬａｂｏＴｅｘ（３次元データ）でＥｘｐｏｒｔした Al-H-ODF.TXTを開く 

  

  ３次元から１次元に変換されたデータが表示される 

 

  プロファイル検索を行う 

 



ＤａｔａＢａｓｅ選択し 

  

  

 ＤａｔａＢａｓｅデータとの相関係数が表示される。 



プロファイル画面 

  

 Ｒａｗを選択し直す 

  

検索順を指定で 

ＤａｔａＢａｓｅのプロファイルと相関係数が表示される 

検索に指定したｏｂｊｅｃｔを表示 

Ｃｌｕｓｔｅｒでデンドログラムを表示 



Ｃｌｕｓｔｅｒ指定 

  

  

 

 指定したＬａｂｏＴｅｘのデータ（ｏｂｊｅｃｔ）に対し０．６３以上の相関が示される。 

 



計算の確認 

 ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析後のＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦデータの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエア 

Ｃｌｕｓｔｅｒ関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODF関係 

 

 


